
＜第 62 回東海公衆衛生学会学術大会報告＞	

 
第 62 回東海公衆衛生学会学術大会は、超高齢社会・人口減少社会を迎える中でも市民の

方々が元気にいきいきと暮らせる社会の実現を目指して、「健康なまちづくり」をメインテ

ーマに、平成 28 年 7 月 16 日(土)豊橋駅前の穂の国とよはし芸術劇場プラットにおいて開

催した。大会長は佐原光一豊橋市長、大会事務局は豊橋市健康部健康政策課が担当した。	

午前は一般演題 36 題（口演 20 題、示説 16 題）を 4 会場で発表いただいた。ヘルスプロ

モーション、生活習慣病対策、母子保健、感染症対策等々、地域での実践活動や研究の報

告に対し活発な討論や意見交換が行われたほか、本年 4 月に発生した熊本地震に関しても

公衆衛生的視点から活発な議論が展開された。	

午後は学会評議員会並びに総会、佐原光一学術大会長のあいさつに引き続き、特別講演、

シンポジウムを開催した。特別講演は四国医療産業研究所長、日本医師会総合政策研究機

構客員研究員の櫃本真聿先生に「健康なまちづくり～今こそヘルスプロモーション～」と

題して講演をいただいた。公衆衛生活動を「課題解決型」から「目的達成型」にギアチェ

ンジし元気高齢者を育成支援すること、ヘルスプロモーションの理念である、その人らし

い生き方を実現するための健康なまちづくりに地域ぐるみで取り組むことで地域包括ケア

時代を乗り越えられることなど、地域で活動している保健医療従事者にとって大変示唆に

富む講演であった。続いて「健康なまちづくりの実践報告」と題したシンポジウムでは、

今大会では総合討議の時間を確保するねらいで 3人のシンポジストに発表していただいた。

大澤裕美氏（一般社団法人元気づくり大学副学長）から「「元気づくりシステム」で地域を

元気に～全国 6 市町の取組みから～」、荻野勉氏(三島市健康推進部長)から「スマートウエ

ルネスみしまの取り組みについて～三島市が挑戦する「健幸都市」づくり～」、後藤文枝氏

（東海市市民福祉部健康いきがい対策監）から「市民が自ら健康づくりを実践できる環境

づくり」と題して、それぞれ実践されている活動について報告された。総合討論では、①

重点施策として取り組むこととなった経緯・転換点、②施策実施における克服した点、③

今評価すると・・・、次の展開は？、④住民の意識改革、⑤アウトリーチの方法の 5 点を

主な論点として討論を行った。3 つの報告は、それぞれ地域の特性を踏まえて異なる手法で

健康なまちづくりに取り組まれている事例であり、先進的で斬新なアイディアに富んでい

て、参加者が多くのヒントを得る機会となった。	

	

なお、大会参加者は 194 名であり、内訳は学会員 93 名、非学会員 36 名、学生 14 名、そ

の他 51 名、地域別では愛知県 126 名、岐阜県 18 名、三重県 17 名、静岡県 9 名、名古屋市

20 名、その他 4 名であった。	

	 また、大会の開催にあたっては日本公衆衛生学会から助成をいただくとともに、多くの

方々にご尽力、ご支援を賜った。	


